
２ ０ ２ ５ 年 (令 和 ７ 年 )度  

学 校 経 営 方 針  

１ ． 学 校 教 育 目 標  
                『 と も に 学 び  と も に 育 つ  大 道 の 子 』  
 

め ざ す 子 ど も 像  
 
 （ １ ） 心 豊 か で 思 い や り の あ る 子    （ ２ ） ね ば り 強 く 取 り 組 む 子  
 （ ３ ） 学 び あ い 共 感 し あ え る 子      （ ４ ） す す ん で チ ャ レ ン ジ す る 子  
 （ ５ ） 健 康 で た く ま し い 子  
 

 

２ ． 学 校 経 営 の 努 力 点  
  学 校教 育 目 標 を 具 現 化 する た め に 本 年 度 の 努力 点 を 次 の と お り 設定 し 、 教員
自 身 が「 と も に 学 び ､と も に 育 つ」 を 実 感 ･実 践 し なが ら 日 々 の 業務 に 努 め 、 児
童 だ けで な く 保 護 者・地 域 住 民 か らの 揺 る ぎ ない 信 頼 を 確 立 で き るよ う に す る。 
 
（ １ ） 学 年 の チ ー ム力 の さ ら な る 向 上  
  学級 ・ 学 年 経 営 に あ たっ て は 、 学 年 チ ー ムと し て の 共 通 理 解 を図 り 、 学習  

指 導 や児 童 指 導 に お け る 協力 指 導 体 制 を 充 実 させ る 。 ま た 、 保 護 者と 丁 寧に
連 携 を図 り つ つ 、 児 童 理 解を 深 め 、 子 ど も 一 人ひ と り の よ さ を 引 き出 し 、そ
れ を 伸ば す た め の 取 組 を 推進 す る 。  

 
（ ２ ） 学 習 指 導 の 充実  
  授業 に お い て、ど の 児童 も「 わ かる 」「で き る 」と いっ た 達 成感 を 味 わ い、 
 学 ぶこ と の 楽 し さ を 実 感で き る 教 育 活 動 を 展開 す る た め に 、 教 材・ 教 具 の効   

果 的 な活 用 や 体 験 的 な 活 動の 充 実 、 指 導 方 法 の工 夫 に 努 め る 。 校 内研 究 会と  
し て の時 間 や 枠 に と ら わ れず 、気 軽に 教 員 同 士の 授 業 参 観 や 意 見 交流 を 行 い、 
学 び あい な が ら 指 導 力 や 評価 の 信 頼 性 を 高 め てい く 。  

 
（ ３ ） 子 ど も た ち の心 の 育 成  
  道徳 的 心 情 と 実 践 力 、主 体 性 や 規 律 あ る 生活 態 度 の 育 成 を め ざし 、 教 育活

動 全 体を 通 し て 、 思 い や りや 個 性 尊 重 の 精 神 、自 ら 考 え 判 断 す る 力を 意 識し
た 指 導を 行 う 。  

 
（ ４ ） 教 員 と し て の資 質 ･能 力 や専 門 性の 向 上  
  校内 研 究 や 各 種 研 修 の効 果 的 な 実 践 等 を 通し て 、 広 い 見 識 や 指導 技 術 を身

に つ ける と と も に 、 学 習 指導 要 領 の 趣 旨 や 今 日的 な 課 題 を 意 識 し 、よ り よい
教 育 活動 の 実 現 に 向 け て 専門 性 の 向 上 に 努 め る。  

 
（ ５ ） 開 か れ た 学 校、 保 護 者 ・ 地 域 ・ 学校 間 の 連 携  
   行事 や 授 業 参 観 等 の 機会 を 捉 え 保 護 者 に 学校 の 様 子 を 紹 介 し たり 、 学 校Ｈ

Ｐ 等 を活 用 し て 地 域 へ 情 報を 発 信 し た り す る こと で 教 育 活 動 へ の 理解 の 深化
を 図 ると と も に 、 学 校 運 営協 議 会 で の 協 議 を 充実 さ せ 、 社 会 に 開 かれ 、 地域
に 愛 され る 魅 力 あ る 学 校 を目 指 す 。  

 

３ ． 本 年 度 の 重 点 目 標  
 
（ １ ） 地 域 や 保 護 者と 連 携 ･協 働し た 学校 運 営 の 実 践   

 学 校運 営 協 議 会 の 協 議 にお い て 、本 校 の 特 色や こ れ ま で の 教 育 活動 の 成 果、
今 後 の課 題 等 を 客 観 的 に 整理 し 、 地 域 全 体 で 児童 の 育 成 に 関 わ る コミ ュ ニテ
ィ ･ス ク ー ルの 実 現 を 目 指す 。な お、今 年 度 の 協議 テ ー マ は、「 幼 保 小中 連 携 」、
「 学 校安 全 」 、 「 地 域 と 連携 し た 活 動 」 の 予 定。  

 
（ ２ ） 児 童 が 安 心 ･安 全 に 過 ご せ る 環 境作 り の 推 進  
  災害 発 生 時 の 対 応 の 周知 徹 底 、 日 常 的 な 授業 規 律 や 清 掃 活 動 への 取 組 、挨

拶 の 充実 等 を 通 し て 、 児 童が 安 心 し て 過 ご せ る環 境 作 り に 努 め る 。  
 
（ ３ ） 教 職 員 の 組 織力 の 向 上 と 業 務 の 効率 化  
  様々 な 分 掌 業 務 が 円 滑に 遂 行 で き る よ う 、個 々 の 業 務 の 精 度 を高 め る とと

も に 、組織 的 な 対 応 を 意 識す る 。ま た 、学 習 評価 の あ り 方 、児 童 支援 ･指導 等
に つ いて も 成 果 と 課 題 を 整理 し 、 よ り 有 効 で 効率 的 な 実 践 が で き るよ う 具体
策 を 検討 し て い く 。  


